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「
天
皇
機
関
説
事
件
」
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
事
態
で
あ
っ
た
の
か
。

「
公
文
書
に
み
る
日
本
の
あ
ゆ
み
」（
国
立
公
文
書
館
）
は
、
そ
の
端
緒
を
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。
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東
京
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
美
濃
部
達
吉
の
憲
法
学
説（「
天
皇
機
関
説
」）

に
対
し
て
、
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
２
月
18
日
貴
族
院
で
貴
族
院
議
員

菊
池
武
夫
が
「
国
体
に
関
す
る
緩
慢
な
謀
叛
」
で
あ
る
と
非
難
し
、
政
府

に
断
固
た
る
措
置
を
求
め
た
こ
と
か
ら
「
天
皇
機
関
説
事
件
」
が
始
ま
り

ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
を
読
む
と
、あ
る
と
き
唐
突
に
勃
発
し
た「
事
件
」の
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
、
憲
法
関
連
の
問
題
は
、
帝
国
議
会
（
主
に
貴
族
院
）
で
毎
年
の
よ
う
に

提
起
さ
れ
、
こ
の
第
67
回
帝
国
議
会
貴
族
院
本
会
議
で
の
菊
池
の
「
非
難
」
も
、

議
場
で
は
「
あ
あ
～
、
ま
た
か
」
と
い
う
程
度
に
受
け
取
ら
れ
た
と
言
う
。
さ
ら
に

「
速
記
録
」
を
読
む
と
質
問
は
「
我
国
政
界
の
有
様
が
堕
落
い
た
し
ま
し
て
」
と

切
り
出
さ
れ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
菊
池
の
本
意
は
美
濃
部
個
人
や
天
皇
機
関

説
へ
の
攻
撃
で
は
な
く
、
事
の
成
り
行
き
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

と
き
の
菊
池
は
天
皇
機
関
説
に
関
し
て
再
三
に
わ
た
っ
て
詰
問
し
、さ
ら
に
二
人

の
議
員
も
関
連
の
質
問
に
立
っ
て
い
る
。
事
前
に
示
し
合
わ
せ
た
と
し
か
思
え

な
い
。事
が
国
体
や
天
皇
の
あ
り
方
に
及
ぶ
か
ら
、菊
池
も
慎
重
に
議
論
を
運
ん
だ

は
ず
だ
。
政
府
側
の
答
弁
次
第
で
「
不
発
」
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
ず
は

無
難
な
政
界
批
判
か
ら
質
問
演
説
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
目
指
す
標
的
が

ロ
ッ
ク
・
オ
ン
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
。
最
大
の
根
拠
は
、
菊
池
の
質
問
の

「
第
一
」
が
「
著
作
に
付
き
ま
し
て
の
御
尋
」
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
著
作
が

「
我
が
皇
国
の
憲
法
を
解
釈
い
た
し
ま
す
る
著
作
」
に
絞
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

そ
の
上
で
菊
池
は
著
者
を
「
社
会
の
木
鐸
を
以
て
任
ず
べ
き
帝
国
大
の
教
授
、

学
者
」
と
特
定
し
て
、
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是
等
の
著
作
が
あ
る
こ
と
を
政
府
は
御
認
め
に
な
っ
て
居
る
か
ど
う
か
、

又
御
認
め
に
な
っ
て
居
る
な
ら
ば
、
此
著
作
を
挙
げ
て
、
此
著
作
者
と

共
に
如
何
な
る
処
置
を
御
執
り
に
な
ら
む
と
す
る
の
か
を
伺
ふ
の
で

ご
ざ
い
ま
す

と
迫
っ
た
の
で
あ
る
。こ
れ
を
直
接
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
が「
修
養
──
克
己
──

鍛
錬
」
を
座
右
の
銘
と
す
る
文
部
大
臣
の
松
田
源
治
。
と
て
も
実
直
な
人
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
、
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如
何
な
る
教
授
が
如
何
な
る
書
物
に
、ど
う
云
ふ
こ
と
を
書
い
た
と
云
ふ

こ
と
を
指
摘
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
答
弁
す
る
訳
に
参
り
ま
せ
ぬ

と
正
面
で
受
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
な
る
と
奉
天
特
務
機
関
長
を
務
め
上
げ
た

陸
軍
中
将
・
菊
池
男
爵
は
老
獪
で
あ
る
。
す
で
に
「
御
改
悛
に
成
っ
て
居
る
」

末
弘
厳
太
郎
の
諸
作
を
、
ま
ず
は
さ
ら
り
と
流
し
て
お
い
て
、「
其
の
外
に
は
」

と
狙
い
を
定
め
「
是
は
美
濃
部
博
士
の
御
著
述
、
憲
法
提
要
、
憲
法
精
義
と
云
ふ

や
う
な
本
」と
槍
玉
に
あ
げ
た
。さ
ら
に
、そ
の
美
濃
部
が
雑
誌
に
載
せ
た
「
大
変

一
木
喜
徳
郎
博
士
に
私
淑
せ
ら
れ
て
〔
…
…
〕
終
生
之
に
委
ね
た
」
と
い
う
文
言

を
論
（
あ
げ
つ
ら
）
い
、
半
世
紀
も
前
に
一
木
が
書
い
た
『
国
法
学
』（
明
治
32
年

版
）
を
「
緩
慢
な
る
謀
叛
〔
…
…
〕
明
か
な
る
反
逆
」
と
決
め
つ
け
、
師
弟
も
ろ

と
も
断
罪
し
た
の
で
あ
る
。

　
師
の
一
木
は
こ
の
と
き
枢
密
院
議
長（
枢
相
）。憲
法
や
法
令
、条
約
に
関
す
る

天
皇
の
諮
詢
機
関
の
ト
ッ
プ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
弟
子
の
美
濃
部
は
、
１
９
３
２

年
（
昭
和
７
）
の
新
年
御
信
仰
始
め
で
天
皇
へ
の
進
講
者
と
な
り
、
か
つ
貴
族
院

勅
選
議
員
に
就
く
の
だ
が
、
こ
れ
も
当
時
の
宮
内
大
臣
・
一
木
喜
徳
郎
の
差
し
金

と
蓑
田
胸
喜
ら
美
濃
部
糾
弾
派
は
見
て
い
た
。ど
ち
ら
か
を「
明
に
叛
逆
的
思
想
」

と
葬
れ
ば
、
同
時
に
２
人
の
首
が
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
真
面
目
な
松
田
文
相
は
「
末
広
教
授
の
こ
と
か
ら
御
答
」
し
、
続
い
て
美
濃
部

と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
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私
は
天
皇
機
関
説
と
云
ふ
も
の
に
向
っ
て
は
無
論
反
対
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、是
は
も
う
ず
っ
と
以
前
か
ら
、天
皇
は
国
家
の
主
体
な
り
や
、

天
皇
は
国
家
の
機
関
な
り
や
と
云
ふ
論
が
対
立
い
た
し
て
居
り
ま
し
て
、

是
は
今
日
ま
で
其
点
は
論
議
さ
れ
て
居
り
ま
す
か
ら
、斯
か
る
点
は
学
者

の
議
論
に
委
し
て
置
く
こ
と
が
相
当
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
居
り
ま
す
、

と
、
実
に
真
っ
当
に
「
御
答
申
上
」
げ
て
し
ま
っ
た
。

　
時
刻
は
午
後
零
時
22
分
。
こ
こ
で
本
会
議
は
休
憩
に
入
る
。
本
稿
も
い
っ
た
ん

議
場
か
ら
離
れ
、
午
後
１
時
53
分
の
議
事
再
開
ま
で
、
松
田
文
相
の
「
御
答
」
に

あ
っ
た「
天
皇
は
国
家
の
主
体
な
り
や
、天
皇
は
国
家
の
機
関
な
り
や
と
云
ふ
論
」

の
対
立
、
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
機
関
説
論
争
」
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
美
濃
部
に
す
れ
ば
「
三
十
余
年
の
教
授
生
活
の
中
で
も
、
最
も
不
愉
快
な
思
い

出
の
一
」
で
あ
り
、「
学
説
の
内
容
に
立
ち
入
つ
て
学
問
上
の
非
難
で
は
な
く
、

〔
…
…
〕
直
に
国
体
を
否
定
す
る
も
の
の
如
く
に
論
じ
、〔
…
…
〕
一
般
の
世
人
を

惑
わ
す
や
う
な
攻
撃
」
で
あ
っ
た
。
攻
撃
者
は
「
同
僚
の
上
杉
教
授
」。
東
大
で

憲
法
の
講
座
を
担
任
し
て
い
た
上
杉
慎
吉
で
あ
る
。

�

（
以
下
、
次
号
） 

�

文　
中
島
敬
介

CONTENTS�─────────────
西ウイグル王国とシルクロードの繁栄� 　  2
森安孝夫

飛鳥・奈良と『汎ユーラシアのイラン文化』�　  18
青木健　　　　　　　　　　　　             第19回

和と洋の花開く街・奈良　 〈第5回〉� 　  26
荒井敦子

天忠（誅）組ノ変 百六十年 幕末大和争乱�　  36
岡本彰夫

天誅組が見た風景� 　  46
阪本基義

井上円了研究序説   ―妖怪博士の奇想―� 　  58
中島敬介　　　　　　　　　　             ＜第4回＞

AN ORIGIN OF NARA’S CULTURE

食  ――  法論味噌� 　  64
岡本彰夫

Nara Prefectural University

EURO-NARASIA Q    vol. 23　EURO-NARASIA Q    vol. 23　
2022 年 12 月発行

企画・編集・制作・発行企画・編集・制作・発行
Planning/Editing/Production/DistributionPlanning/Editing/Production/Distribution
奈良県立大学ユーラシア研究センター事務局

（編集責任者：中島敬介）

印刷・製本印刷・製本
Printing/BindingPrinting/Binding
岡村印刷工業株式会社

Printed in Japan

掲載写真のうち　�  
表紙, 裏表紙, p57 ／事務局・p2 ～ P6, p8 ～ p10, p12, 
p14 ～ p15, p17 ／森安孝夫氏・p20, 22, 23 ／青木健氏・
p26 ～ p31 ／荒井敦子氏・p43 ～ p45 ／岡本彰夫氏・
p46 ／阪本基義氏提供

本誌掲載の写真、記事の無断転用を禁じます。
Copyright@2022 Nara prefectual University. All rights 
reserved.

本誌に掲載された記事・論文に関しては、所属団体や
奈良県立大学等の公式的な見解を示すものではありま
せん。
The articles and essays published in this magazine 
constitute the opinions of their authors and editoes and 
do not necessarily reflect the official opinions of the 
organizations to which the authors belong,nor those of 
Nara Prefectual University or any other associations 
and government bodies.

固有名詞や事実関係については、インタビュー等において
は、基本として発言内容に沿っています。
本誌収録の写真等の著作人格権等につき、所在不明
などのため事前連絡できないものがありました。お心
当たりの方は本センター事務局(電話 0742-93-7245)
までご連絡ください。

〈serial 4〉
人に「嫌われる」方法 ─ 蓑田胸喜に学ぶ。

Essais
NARA
NARAS
NARASIA
NARASIA

Dec. 2022

Rumblings 7 Qs about New Possibilities
for NARA

EURO-NARASIA Q

時の流れに負けないように。Vol.23
December  2022   令和 4 年 12 月

C O V E R   A R T

おなかいっぱい召し上がれ！（「まるかつ」生駒店） 「いただきます」はどこでも同じ。（ウズベキスタン・ヒヴァ）

EU_NARASIA_Q_23.indd   2-1EU_NARASIA_Q_23.indd   2-1 2022/11/28   21:362022/11/28   21:36




